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主
催
者
挨
拶
で
池
田
求
会
長
は
、「
昨

今
、
コ
ロ
ナ
禍
、
気
候
変
動
、
原
油
高
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
、
極
端
な
円
安
、
資

材
高
騰
な
ど
に
よ
り
日
本
経
済
の
混
迷

が
深
ま
っ
て
い
る
が
、
数
多
く
の
企
業

が
自
由
に
交
流
で
き
る
法
人
会
な
ら
で

は
の
人
脈
を
活
か
し
て
活
力
を
高
め
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
図
り
、
会
員
拡
大
と

福
利
厚
生
制
度
の
充
実
と
活
性
化
を
図

っ
て
参
り
た
い
。」
と
、
会
員
の
理
解

と
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

　

総
会
開
催
に
当
り
、
議
案
書
を
全
会

員
に
配
布
し
出
席
要
請
し
た
結
果
、
当

日
出
席
85
名
、
委
任
状
提
出
５
４
５
名

と
な
り
、
定
款
で
定
め
る
総
会
成
立
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、

定
刻
ど
お
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
11
回
通
常
総
会
が
５
月
23
日
㈪
ベ
ル
ナ
ー
ル
酒
田
で
開
催
さ
れ
、

議
案
は
原
案
ど
お
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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議
事
に
入
る
前
に
行
わ
れ
た
令
和
３

年
度
功
労
者
表
彰
式
で
、
永
年
勤
続
功

労
役
員
、
会
員
増
強
に
尽
力
さ
れ
た
役

員
、
目
標
を
達
成
し
た
地
区
、
研
修
会

等
事
業
推
進
者
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

議
事
で
は
、
令
和
３
年
度
事
業
報
告

と
収
支
決
算
の
説
明
が
あ
り
、
監
査
報

告
の
後
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
令
和
４
年
度
事
業
計
画
と
収
支
予

算
に
つ
い
て
は
理
事
会
の
承
認
を
受
け

て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
丹
野
昭　

酒
田
税
務
署
長

様
、
髙
橋
正
美　

山
形
県
庄
内
総
合
支

庁
長
様
か
ら
来
賓
を
代
表
し
て
ご
祝
辞

を
頂
戴
し
、
総
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
記
念
講

演
会
で
は
、
㈱
日
本
政
策
投
資
銀
行
代

表
取
締
役
会
長
の
木
下
康
司
氏
か
ら
約

百
名
の
聴
衆
を
前
に
、
日
本
経
済
の
今

後
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
終
了
後
、
三
年
振
り
に

懇
談
会
を
開
催
し
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
留

意
し
な
が
ら
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
懇

親
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

～ 

地
域
企
業
と
地
域
社
会
の
発
展
の
た
め
に 

～

JJJJJ

JJJJJ

挨拶する 池田 会長

⑴ 

永
年
勤
続
功
労
役
員
表
彰

　
　
林
　
　
　
浩
一
郎

　
　
　
　
　
林
建
設
工
業
㈱

　
　
佐
　
藤
　
剛
　
宏
（
欠
席
）

　
　
　
　
　
菊
　
勇
㈱

⑵ 

会
員
増
強

　
　
　 

運
動
功
労
者
表
彰

　
　
上
　
林
　
直
　
樹

　
　
　
　
　
㈱
上
林
鉄
工
所

　
　
阿
　
部
　
健
太
郎

　
　
　
　
　
㈱
太
洋
設
備
工
業

⑶ 

会
員
増
強

　
　
　 

目
標
達
成
地
区
表
彰

　
北
部
地
区
・
地
区
長

　
　
大
　
場
　
弥
　
市

　
　
　
　
　
大
場
建
設
㈱

　
河
南
地
区
・
地
区
長

　
　
仲
　
條
　
甚
　
一

　
　
　
　
　
仲
條
建
設
㈱

⑷ 

研
修
会
等

 

　
　
　
事
業
推
進
者
表
彰

　
　
三
　
浦
　
良
　
一

　
　
　
　
　
荘
内
振
興
㈱

　
　
伊
　
藤
　
妙
　
子

　
　
　
　
　
㈲
い
と
う
技
研

　
　
齊
　
藤
　
　
　
薫

　
　
　
　
　
㈱
三
晃
電
気

表
彰
を
受
け
ら
れ
た

　
　
　
　
皆 

様
（
敬
称
略
）
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令
和
４
年
度

　
　
事
業
活
動
方
針
に
つ
い
て

　
第
11
回
通
常
総
会
で
報
告
さ
れ
た

「
令
和
４
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予

算
」
は
令
和
３
年
度
第
４
回
理
事
会

（
理
事
・
監
事
全
員
の
同
意
を
得
て

文
書
で
の
承
認
）
で
承
認
を
受
け
て

報
告
し
た
も
の
で
す
。

基　
本　
方　
針

　

税
知
識
の
普
及
、
納
税
意
識
の
高

揚
に
努
め
、
税
制
に
関
す
る
提
言
を

行
う
と
と
も
に
、
公
益
性
の
高
い
社

会
貢
献
事
業
を
推
進
し
、
併
せ
て
組

織
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
の
会
員

増
強
と
、
会
員
の
積
極
的
な
自
己
啓

発
の
支
援
に
努
め
、
加
え
て
地
域
社

会
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、

企
業
経
営
の
安
定
に
資
す
る
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

公
１
の
事
業

　

適
正
で
公
平
な
申
告
納
税
制
度
の

維
持
発
展
を
図
る
た
め
、
会
員
以
外

の
企
業
も
含
め
て
税
法
・
税
務
に
関

す
る
説
明
会
を
開
催
し
、
同
時
に
税

務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
向
上
の
た
め

に
自
主
点
検
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
活

用
を
呼
び
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

税
制
改
正
に
関
す
る
活
動
は
、
税

の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

法
人
会
の
主
た
る
活
動
で
あ
り
、
全

法
連
に
よ
る
内
閣
・
主
要
政
党
に
対

す
る
税
制
改
正
提
言
活
動
と
連
動
し
、

当
会
の
独
自
提
言
も
加
え
て
地
元
自

治
体
と
議
会
に
提
言
活
動
を
実
施
し

ま
す
。

　

租
税
教
育
事
業
と
し
て
、
未
来
の

納
税
者
で
あ
る
小
学
生
か
ら
税
に
つ

い
て
理
解
と
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

こ
と
は
大
変
重
要
な
こ
と
で
す
の
で
、

「
出
前
租
税
教
室
」
を
、
酒
田
市
無

形
民
俗
文
化
財
「
庄
内
出
羽
人
形
芝

居
」
の
津
盛
柳
貮
郎
氏
と
連
携
し
て

亀
ケ
崎
、
宮
野
浦
、
蕨
岡
、
高
瀬
の

４
小
学
校
で
実
施
し
ま
す
。「
税
に

関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
に

つ
い
て
は
、
酒
田
市
と
遊
佐
町
の
全

小
学
校
の
６
年
生
を
対
象
に
広
く
募

集
し
、
優
秀
作
品
は
、
確
定
申
告
の

期
間
中
に
申
告
会
場
と
市
役
所
に
展

示
し
て
市
民
に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
て
事
業
の
際
に

掲
示
し
ま
す
。

　

地
域
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
、

社
会
の
健
全
な
繁
栄
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
広
く
一
般
企
業
や
住

民
を
対
象
に
し
て
、
地
域
の
実
情
に

即
し
た
多
彩
な
社
会
貢
献
活
動
を
実

施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
経
営
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
原

則
公
開
講
座
と
し
て
開
催
し
、
地
域

企
業
と
地
域
の
発
展
に
努
め
ま
す
。

　

こ
う
し
た
公
１
と
公
２
の
事
業
を

実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
公
益
社

団
法
人
に
課
さ
れ
て
い
る
公
益
事
業

比
率
な
ど
、
３
つ
の
財
務
基
準
を
満

た
す
こ
と
に
配
慮
し
た
運
営
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

交
流
事
業
等

　

会
員
企
業
や
従
業
員
の
福
利
厚
生

制
度
と
し
て
、
大
同
生
命
保
険
㈱
、

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
㈱
、
ア
フ
ラ
ッ
ク

生
命
保
険
㈱
の
保
険
三
社
と
連
携
し

て
、
会
員
企
業
に
情
報
提
供
、
普
及

に
協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

税
に
関
す
る
書
籍
の
販
売
を
す
る

【
収
１
】
事
業
や
会
員
相
互
の
親
睦

交
流
を
図
る
【
他
１
】
事
業
も
継
続

し
て
実
施
し
ま
す
。
ゴ
ル
フ
大
会
な

ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、

多
数
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

組
織
強
化
と
活
発
な
活
動
を
継
続

す
る
た
め
に
は
組
織
の
強
化
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
全
国
的
に
も
会
員
数
が

減
少
す
る
中
、
当
地
域
に
お
い
て
も

稼
働
法
人
の
減
少
傾
向
も
重
な
り
、

同
様
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
経

済
を
揺
る
が
し
、
当
会
に
と
っ
て
も

そ
の
影
響
は
甚
大
で
す
。
一
刻
も
早

い
コ
ロ
ナ
終
息
を
願
っ
て
お
り
ま
す

が
、
当
会
と
し
て
も
で
き
る
こ
と
を

全
力
で
行
い
、
会
員
拡
大
に
つ
い
て

も
理
事
会
、
地
区
役
員
会
を
中
心
に

進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
会
員
の

皆
様
に
も
繋
が
り
を
駆
使
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

公　
２　
事　
業

● 

来
賓
挨
拶 

●

山
形
県
庄
内
総
合
支
庁
長

　
　
　
髙　
橋　
正　
美 

様

酒
田
税
務
署
長

　
　
　
丹　
野　
　
　
昭 

様
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第11回　通常総会　記念講演会

新しい流れは
ビジネスをどう変えるのか？

～ 気候変動・パンデミック・ＤＸへの対応を考える ～
㈱日本政策投資銀行 代表取締役会長　木　下　康　司 氏

【 

デ
ジ
タ
ル
革
命 

】

　

21
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
、
デ
ジ
タ

ル
革
命
と
い
う
大
き
な
変
化
が
あ
り

さ
ら
に
コ
ロ
ナ
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
が
加
わ
っ
て
正
に
産
業
革
命

並
み
の
変
化
と
な
っ
て
い
る
。

　

出
発
点
と
し
て
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

後
の
変
化
を
整
理
す
る
と
、
個
人
の

行
動
は
「
接
触
、
密
集
、
対
面
、
リ

ア
ル
」
か
ら
「
非
接
触
、
分
散
、
遠

隔
、
バ
ー
チ
ャ
ル
」
に
、
企
業
行
動

は
「
利
己
、生
産
・
効
率
」
か
ら
「
利

他
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
緊
急
時
に
お
け
る
事

業
構
築
計
画
）」
に
、
国
際
貿
易
は

「
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
、
自
由
貿
易
」

か
ら
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
保
護
主

義
」
に
変
わ
り
、
消
費
は
モ
ノ
か
ら

コ
ト
に
重
点
が
移
り
つ
つ
あ
る
。
居

住
は
都
市
か
ら
地
方
へ
の
流
れ
が
進

ん
で
き
て
い
る
。
働
き
方
は
「
オ
フ

ィ
ス
ワ
ー
ク
、
終
身
雇
用
、
年
功
序

列
」
か
ら
「
テ
レ
ワ
ー
ク
、ｊ
Ｏ
ｂ
型
、

成
果
主
義
、
柔
軟
・
多
様
な
働
き

方
」
へ
と
変
わ
り
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

な
勤
務
体
系
が
定
着
す
る
と
思
わ
れ

る
。
あ
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク
が
、
コ
ロ

ナ
鎮
静
後
も
在
宅
勤
務
比
率
を
ず
っ

と
８
割
に
す
る
と
決
め
、
オ
フ
ィ
ス

も
半
分
に
し
た
。
私
の
友
人
が
、「
週

に
何
日
か
は
対
面
で
議
論
し
た
方
が

よ
い
。」
と
言
っ
た
が
、
30
代
の
同

僚
た
ち
は
「
百
％
テ
レ
ワ
ー
ク
で
構

い
ま
せ
ん
。」
と
言
っ
た
と
か
。
子

供
の
頃
か
ら
ゲ
ー
ム
で
育
っ
た
デ
ジ

タ
ル
世
代
と
そ
れ
以
前
の
世
代
で
は

感
受
性
と
価
値
観
が
異
な
り
、
い
ず

れ
デ
ジ
タ
ル
が
支
配
す
る
世
界
で
は

そ
の
傾
向
が
加
速
こ
そ
す
れ
、
決
し

て
戻
る
こ
と
は
な
い
。

【 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

】

　

今
更
聞
け
な
い
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う

感
じ
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

２
０
０
５
年
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ

た
行
動
計
画
の
こ
と
で
、
Ｃ
Ｏ
2
が

地
球
温
暖
化
、
気
候
変
動
の
支
配
的

な
原
因
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
利
益
や
自

己
資
本
比
率
な
ど
の
財
務
資
料
、
数

字
に
関
す
る
指
標
が
必
ず
し
も
企
業

の
強
さ
や
将
来
性
を
現
わ
し
て
い
な

く
て
、
む
し
ろ
人
材
、
社
会
へ
の
配

慮
、
知
的
財
産
権
な
ど
目
に
見
え
な

い
、
非
財
務
的
価
値
が
長
期
に
わ
た

っ
て
企
業
が
繁
栄
す
る
指
標
だ
と
い

う
考
え
方
が
主
流
に
な
っ
て
き
た
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
意
義
を
ま

と
め
る
と
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
拡

大
、
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
、
社

員
の
意
識
の
向
上
な
ど
で
、
産
業
や

業
界
の
改
編
が
加
速
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
カ
ー
ボ
ン
ゼ
ロ
に
対
応
し
て
生

き
残
る
に
は
膨
大
な
研
究
と
投
資
が

必
要
で
、
２
０
５
０
年
に
本
当
に
ガ

ソ
リ
ン
車
が
な
く
な
り
、
例
え
ば
水

素
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
切
り
換
わ
る
と
す

れ
ば
、
石
油
精
製
か
ら
水
素
製
造
に

設
備
を
す
べ
て
取
り
換
え
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
膨
大
な
資
金
が
必
要
と
な

る
。
ま
た
、
重
複
投
資
を
避
け
る
と

い
う
こ
と
で
業
務
提
携
、
合
併
な
ど

に
よ
り
様
々
な
会
社
が
消
滅
し
、
新

し
い
会
社
が
生
ま
れ
る
。
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
は
各
企
業
の
競
い
合
い
が

一
つ
の
狙
い
で
も
あ
り
、
競
争
は
敗
者

を
生
み
、
企
業
再
編
が
進
み
、
工
場

が
閉
鎖
さ
れ
れ
ば
地
域
も
大
き
な
影

響
を
受
け
、
雇
用
の
流
動
化
も
進
む

の
で
、
行
政
に
も
新
し
い
視
点
で
の

地
域
産
業
の
支
援
が
求
め
ら
れ
る
。

【 

酒
田
の
発
展 

】

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
酒
田
が
発

展
す
る
た
め
に
は
、
企
業
や
地
域
が

そ
う
い
う
流
れ
に
ど
う
対
応
で
き
る

か
で
、
他
の
地
域
と
大
き
な
差
が
つ

く
こ
と
に
な
る
。
２
０
２
０
年
に
菅

総
理
が
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を

宣
言
し
た
時
に
そ
の
た
め
の
産
業
政

策
と
し
て
グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
を
掲

げ
、
成
長
が
期
待
で
き
る
14
の
産
業

分
野
を
特
定
し
た
が
、
酒
田
に
も
強

み
を
発
揮
で
き
そ
う
な
産
業
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
酒
田
港
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
拠
点
と
し
て
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
が
あ
り
、
港
を
活
用
し
た
ハ
ブ
作

り
を
目
指
す
べ
き
で
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
た
取
り
組
み
が
必
要
だ
。

【 

観
光
へ
の
取
り
組
み 

】

　

そ
れ
か
ら
や
は
り
観
光
が
重
要
。

日
本
の
開
発
業
者
で
は
リ
ス
ク
を
取

っ
て
数
百
億
円
の
規
模
を
一
ヶ
所
に

投
資
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
海
外

の
投
資
家
は
日
本
の
不
動
産
は
ま
だ

ま
だ
割
安
と
考
え
、
日
本
各
地
で
外

資
系
の
フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
大
規
模
な

投
資
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
い
う

投
資
家
と
行
政
が
う
ま
く
協
力
す
れ

ば
魅
力
的
な
観
光
イ
ン
フ
ラ
を
呼
び

込
め
る
が
、
面
的
取
り
組
み
が
必
要
。

庄
内
は
30
分
で
行
け
る
空
港
が
あ
り
、

鳥
海
山
、
飛
島
、
文
化
、
食
べ
物
と

魅
力
あ
る
素
材
が
多
い
が
、
山
形
県

全
体
で
の
面
的
取
り
組
み
、
一
年
通

じ
て
客
を
呼
べ
る
こ
と
が
大
事
だ
。

20
年
以
上
前
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
駐
在
し

て
い
た
頃
、
良
い
観
光
地
に
は
５
つ

の
条
件
が
必
須
と
聞
い
た
。
美
し
い

景
色
、
お
い
し
い
食
べ
物
、
良
い
ホ

テ
ル
、
芸
術
・
文
化
、
そ
し
て
美
し

い
女
性
又
は
男
性
。
庄
内
に
も
ピ
ッ

タ
リ
と
思
う
。
酒
田
の
発
展
の
た
め

皆
さ
ん
の
奮
闘
を
期
待
す
る
。

講師プロフィール

新潟市出身
1979年　大蔵省（現財務省）入省
1984年　酒田税務署長
2011年　財務省国際局長
2012年　　同　主計局長
2013年　　同　事務次官
2014年　コロンビア大学客員研究員
2015年　日本政策投資銀行代表取締役副社長
2018年　　　　　同　　　　代表取締役会長
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新 会 員 の ご 紹 介 令和３年度入会いただきました。
どうぞよろしくお願いいたします。

法　　人　　名 代表者 所　　在　　地 電話番号 業　　　種

カトウ設備電気 加藤　忠雄 浜中字小浜104−1 92−3444 電気工事業

ジョニーズSP 齋藤　英和 手蔵田字仁田96−1 26−6038 オートバイ販売・修理業

夢元代行 原田　正則 北千日町12−15 080−2838−0319 代行業

㈲HOT　ROD 齋藤　輝明 大宮町2−5−3 21−8851 自動車販売・整備業

㈱菊池保温 菊池　浩幸 豊里字大割24−16 28−8938 熱絶縁工事業

㈲エッグカンパニー 伊藤　菊雄 坂野辺新田字葉萱21−7 92−3942 不動産業

㈲宅の店 伊藤　幸一 駅東2−3−15 24−5700 食品製造業

㈲大和青果 佐藤　光徳 宮野浦2−12−25 31−4955 野菜の加工及び卸売業

㈱農園貞太郎 遠藤　久道 引地字宅地85 25−5300 農業

㈱ラーメンショップ半月 池田久美子 千石町2−6−17 21−2381 飲食業

㈱酒田道路工業 工藤　周平 東町1−18−8 26−3373 舗装工事業

アイティシステム 阿部　広司 下安町18−16 21−6070 電気通信工事業

高橋建築㈱ 髙橋　徳充 宮海字村東14−2 34−2015 建設業

（一社）元気インターナショナル 髙橋　陽子 中町1−10−17 25−3100 観光業
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　徳川三代を題材として事業承継のポイントをわか
りやすく解説！事業承継を考えている人だけでなく、

歴史好きにも面白い！

日時 令和４年１１月１６日㈬
 午後２時～3時30分
会場 酒田市総合文化センター
　　　　　　　　　　　ホール
講師 英傑育成座
 代表　神尾　弘和 氏

強固な経営基盤を
徳川三代に学ぶ事業承継

　ストレスの多い現代社会では、メンタルヘルスへ
の備えが欠かせません。遊佐町出身の安中さんが対
策をわかりやすく解説します！

メンタルヘルスにまつわる
Q＆A大集合

～ 現場の「よくある質問」に一挙回答 ～

― 税に関する週間記念事業 ―

経営セミナー

日時　令和４年９月14日㈬
　　　午後４時～５時30分
会場　酒田勤労者福祉センター
　　　２階　第一・二展示ホール
講師　ドリームサポート社会保険労務士法人／代表
　　　特定社会保険労務士
　　　　　　安中　繁 氏

公益社団法人 酒 田 法 人 会令和３年７月１日( )5 第20号

今年度の経営セミナーは、ＡＩＧ損害保険㈱様のご協
力により同社の『公益共催セミナー』を活用！
第一弾として、９月に弁護士の加藤美香保さんの「リ
スクマネジメントセミナー」
を開催。

リスクマネジメント
（役員責任対策)セミナー

経 営経 営
セミナーセミナー ☆いつでも、どこでも、好きなだけご利用いただけ

ます
☆映像と音声による本格的セミナーが受講できます
☆忙しくて研修会に参加できない方に最適です
☆コロナ対策に是非ご活用ください！

日 時 令和３年９月15日(水)

場 所 酒田市総合文化センター
309・310

講 師 弁護士

加藤 美香保 氏

インターネットセミナーの活用を！

◎視聴の仕方

酒田法人会のホームページから
【インターネットセミナー】

を選択
【ログインはこちら】を選択
ＩＤは【ｈｊ１７０９】
パスワードは【４７７２】

令和３年11月11日(木)
公益社団法人移行10周年
記念式典
記念講演会
懇談会

「厚生事業等推進委員会」も創設１周年を迎えました！この1年、コロナ禍で充分な

活動が出来ない中、役員企業の皆様を中心に「経営者大型総合保障制度」につい

て理解を深めていただき、制度推進に努めることが出来ましたことを改めて御礼申し

上げます。

令和３年度は「経営者大型総合保障制度」創設５０周年の大きな節目の年です。

コロナの影響により厳しい経営環境にあるこんな時こそ、保険をしっかり見直し、会員

企業のムリ・ムダの無い経営にお役立ていただけるよう、ぜひ制度をご利用ください。

※提携3社（大同生命、ＡＩＧ損保、アフラック）により万全のバックアップをいたします。

《 トピックス 》
４月より大型総合保障制度に新商品が加わりました！
⇒ 『総合型Ｖプレミアム』
コロナ対策、役員個人賠償までカバーする新時代の保障です！
（詳細は大同生命の推進員よりご案内させていただきます。）

①会員企業の持続的な発展のために
・団体割引による低コストで大きな保障の
確保
・時代の変化に合わせた、様々なリスクに
対する保障の確保
・的確な保険税務の対応

②法人会の発展のために
・助成金収入の確保により財政基盤を拡充
⇒Ｒ2年度の会の収入の４０％
・非会員企業の入会のきっかけ
⇒制度加入を目的としたＲ2年度の入会
企業3社

経営者大型総合保障制度とは

・新契約保障額： ９．１８億（前年度対比＋１．１４億 １１４．１％）
・役員加入率 ： ５３．８％（前年度加入率：３７．５％、前年度対比＋６社）
・加入会員数 ： ２５１社（前年度対比▲５社）

令和２年度(R2.4.1～R3.3.31)の『経営者大型保障制度』実績

４月視聴ランキング

公益社団法人に移行して10周年を記念して記念式典、
記念講演会、懇談会を開催します。
記念講演の講師はキャスター／アナウンサーの松下賢

次さん、日程は11月11日㈭。
詳細は後日お知らせ！

公益法人移行10周年！ 4月視聴ランキング
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令和４年度　３部会

第11回 通常総会が開催されました第11回 通常総会が開催されました
　酒田法人会の事業の推進に当たり、中心組織である「青年部会」「女性部会」「研修部会（三水会）」
の第11回通常総会が、親会に先立ち４月にそれぞれ開催されました。

青年部会　４月19日㈫　18：30 ～　ル・ポットフー
女性部会　４月22日㈮　10：30 ～　ベルナール酒田
研修部会　４月20日㈬　12：45 ～　ホテルリッチ＆ガーデン酒田

　

会
員
の
皆
様
、
日
頃
は
女
性
部
会

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

４
月
に
行
わ
れ
た
総
会
で
は
、
新

し
い
３
名
の
役
員
を
ご
承
認
い
た
だ

き
、
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
体
制
で
新

年
度
を
ス
タ
ー
ト
す
る
事
が
で
き
ま

し
た
。

　

コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
様
々
な
対
策
を
取

　

４
月
に
行
わ
れ
た
青
年
部
総
会
に

お
い
て
、
部
会
長
と
し
て
２
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
懇
親
会
の
な
い
、
会

議
と
卒
業
セ
レ
モ
ニ
ー
の
み
の
総
会

は
、
参
加
者
も
例
年
よ
り
少
な
く
、

積
極
的
な
活
動
が
出
来
な
か
っ
た
影

響
が
ヒ
タ
ヒ
タ
と
押
し
寄
せ
て
い
る

こ
と
を
壇
上
で
感
じ
た
日
と
な
り
ま

り
な
が
ら
も
事
業
を
進
め
て
い
こ
う
と
計

画
し
て
お
り
ま
す
。
健
康
セ
ミ
ナ
ー
「
貯

筋
を
目
指
そ
う
」
は
一
昨
年
、
二
度
開
催

し
、
た
い
へ
ん
好
評
で
し
た
の
で
、
今
年

度
も
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

課
外
研
修
も
三
年
振
り
に
開
催
を
計
画

し
て
お
り
ま
す
。

　

参
加
型
事
業
は
、
多
く
の
方
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
、

そ
の
中
か
ら
得
ら
れ
る
も
の
が
き

っ
と
あ
り
ま
す
。

　

是
非
、
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
も
「
女
性
が
笑
え
ば
家

庭
が
、
会
社
が
、
社
会
が
明
る
く

な
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
会
員
の
皆

様
と
共
に
会
を
運
営
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

し
た
。
昨
年
度
は
出
前
租
税
教
室
、
税
務

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
予
定
ど
お
り
開
催
で
き
た

事
業
が
あ
る
一
方
、
青
年
部
会
の!

持
ち

味

`

で
あ
る
会
員
交
流
の
機
会
を
持
つ
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

反
省
を
踏
ま
え
、
今
年
は
年
度
初

め
か
ら
副
部
会
長
、
そ
し
て
委
員

長
の
皆
さ
ん
に
「
今
年
は
こ
れ
を

し
た
い
」
と
考
え
を
具
体
的
に
示

し
、
で
き
る
だ
け
膝
を
突
き
合
わ

せ
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
「
健
康
経
営
」
へ
の
取
り

組
み
は
重
要
で
す
。
経
営
者
と
従

業
員
の
健
康
増
進
は
、
円
滑
な
事

業
運
営
、
保
険
料
な
ど
の
経
費
削

減
、
前
向
き
な
社
風
づ
く
り
に
繋

が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

私
も
毎
日
左
腕
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
ウ
ォ
ッ
チ

と
睨
め
っ
こ
し
な
が
ら
、
率
先
し
て
健

康
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
！

　

女
性
部
会
の
役
員
は
次
の
と
お
り
で

す
。

部
会
長　

佐
藤　

幸
美

副
部
会
長　

小
野
木
聡
美
、
野
口　

美
保

役　

員　

佐
々
木
聖
子
、
大
泉　
　

恵

（
新
役
員
）　

荒
生
多
鶴
子
、
中
西　

幸
子

　
　
　
　

北
山　

由
美

女
性
部
会

青
年
部
会

女性部会長
佐藤　幸美

青年部会長
齋藤健太郎

　

法
人
会
研
修
部
会
（
三
水
会
）
は
主
に

経
営
管
理
・
税
務
の
諸
問
題
を
研
究
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
組
織
さ
れ
た
部
会

で
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
テ
ー
マ
を
絞

り
、
毎
月
専
門
の
講
師
よ
り
ご
講
義
を
賜

り
、
会
員
の
幅
広
い
知
識
を
醸
成
す
る
事

を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
予
定

さ
れ
て
い
た
事
業
を
全
て
行
う
事
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
感
染
症
対
策
も
行
っ

た
上
で
、
大
部
分
の
事
業
を
行
う
事
が
出

来
ま
し
た
。
計
画
し
て
行
え
な
か
っ
た
事

業
は
今
年
度
に
繰
り
越
し
て
、
実
施
い
た

し
ま
す
。

　

毎
年
行
っ
て
い
る
税
務
の
知
識
の
向
上

の
為
の
例
会
や
、
近
年
で
は
企
業
が
行
う

べ
き
Ｄ
Ｘ
化
な
ど
、
私
達
が
事
業
所
の
発

展
の
為
に
、
習
熟
す
べ
き
知
識
は
様
々
な

分
野
に
わ
た
り
ま
す
。
研
修
部
会
の
例
会

に
参
加
す
る
事
で
、
部
会
員
の
皆
さ
ま
の

社
業
の
発
展
に
結
び
つ
け
ら
れ
れ
ば
幸
い

で
す
。

　

研
修
部
会
の
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

部　
会　
長
：
荒
井　
　

修

副
部
会
長
：
土
井　
　

淳

幹　
　

事
：
鍋
倉　
　

徹
、
池
田　

順
一

　
　
　
　
　

池
田　

信
也
、
鈴
木
啓
一
郎

　
　
　
　
　

齋
藤　

修
一

（
新
幹
事
）　

三
浦　

良
一

研
修
部
会
（
三
水
会
）研修部会長

荒井　　修

卒業生の卒業生の
上村さん、齋藤理一朗さん、大泉さん上村さん、齋藤理一朗さん、大泉さん

記念講演会の講師記念講演会の講師
ANA原さん、ブルーアンバサダー坂本さんANA原さん、ブルーアンバサダー坂本さん
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